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《ゲスト卓話》 

「徳育運動について」 

長崎国際大学 副学長 木村勝彦 氏 

 

 大久保小学校の事件

から10年目の今年、女

子高生同級生殺人事件

が発生しました。 

 又、佐世保で痛まし

い事件が発生したと佐

世保が特別視されてお

りますが、日本中で起

こり得る事件がたまた

ま佐世保で発生したと考えるべきで、佐世保市で進めて

いる「徳育」推進の取り組みがいささかも後退するもの

ではありません。 

 平成21年佐世保市徳育推進会議が設置され、朝長市長

の要請で会長をしております。 

大鳥居会長の奥様も委員であられます、その関係で卓話

の依頼がございました。 

全ての佐世保市民が「感謝と思いやりの心をもち、自

分を律し、勇気を持って社会や他人のために何かできる

人」となることを目指し、朝長市長の肝いりで佐世保市

は徳育推進のまちづくり宣言をしました。 

具体的な取組みとして、心豊かな佐世保市民像の実現

のために、それぞれの家庭、学校、地域等において、い

つでもどこでも誰でもできる目標を一つ設定し実践し

ていこうという「一徳運動」を進めています。 

このような徳育運動に取組んでいる市町村はあまり

多くはありません。静岡県いわき市は取組んでいる町で

すがそれ以上に活発に取組んでいるのは佐世保市くら

いです。 

徳育とは、道徳心のある情緒豊かな人間性を養うため

の教育活動です。 

何が正しいことであり、何が間違ったことであるかを

明確に教えることが大切です。 

知育・徳育・体育という知識偏重の社会の中で、基本

的な価値観の喪失や家庭や地域共同体の崩壊などが見

られ、社会的無関心と凶悪事件などが発生しました。 

これらの原点は道徳心のある、情緒豊かな人間性を養う 

ための教育の希薄さに由来するものと考えられます。い 

わゆる徳育が必要な時代になっています。 

 徳育は子供だけが学ぶものではありません。身近にい 

る大人が手本を示すことが重要です。大人の道徳的規範 

意識の低下やマナーの劣化が社会問題となり子供たち 

にも悪影響を与えています。 

 子供たちは大人になるということは地域共同体の担 

い手になるという重大な責任を負うことの自覚や人間 

関係を築く為の基礎的力の不足があり徳育教育により 

育てる必要があります。 

 徳育として求められているのはよいことはよい、悪い 

ことは悪いと明確に教えること。 

 バーチャルリアリティー（仮想現実）など情報化社会 

の急速な進展と情報氾濫の命や愛・友愛さえもがリアリ 

ティーを喪失しつつあります。 

 人を殺すことがなぜ悪いのかという無道徳な問いは 

モラルの根源的な退廃を意味しています。 

 徳育とはいのちを大切にする心を培うこと。それこ 

そが徳育の目指すところです。 

 命を大切にすることは人と人とのつながり、絆の中で 

はじめて可能になります。 

 

 

《会長挨拶》 

大鳥居 宏 会長 

 皆さんお盆はいかが過ごされましたか。久しぶり

に家族が集まり楽しい時間を過ごされた事と思いま

す。世界を見まわすと、この1～2年争いが激しくな

り、家族どころではない国もふえてきました。それ

にくらべ日本はお盆や正月、家族と楽しむ平和な

国。そこで生活する私達。あらためて日本に生まれ

た喜びを感じております。 

 さて、本日の卓話をしていただく方は長崎国際大

学副学長の木村勝彦先生です。佐世保市は朝長市長
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佐世保で輝く北ロータリー 



②8/25（月）次回例会はクラブフォーラム「会員増強 

 について」会員増強委員会です。よろしくお願いし 

 ます。 

 

《来訪ロータリアン》 

・福岡城西ＲＣ 村上寅浩 君 

・有田ＲＣ   岩尾慶一 君 

・北松浦ＲＣ   山口俊一 君 

・佐世保ＲＣ   河原忠徳 君 

 

《委員会報告》  

 隈本幹彦 親睦活動委員長 

まずもって、私の父の初盆にお参りいただきましたこと

をこの場を借りてお礼申し上げます。 
さて、今回の夏の家族会は、8月24日（日）となっており

ます。また開始時間は5時半となっておりますので、お間

違えなきようお願いします。また、送迎バスが大野バス

停を4時に出発しますので、乗り違えになりませんよう

にお願いします。また、当日の賞品を沢山ただきまして

ありがとうございました。 

まだ受付けておりますので、事務局若しくは私の所まで

ご連絡ください。 

 
 村瀬高広 会員増強委員長 
来週はクラブフォーラムを行いますので、先週お配りし

たアンケートの方、今日が締切ですので宜しくお願いし

ます。 

 

 

《ＲＩニュース》 

 

ホァン会長、会員130万人を目標に 

 1976年にロータリーに入会したゲイリー C.K. ホァ

ン会長。当時は自分が国際ロータリーの会長になろうと

は夢にも思っていなかったと言います。そんなホァン氏

ですが、現在は本年度の会長に就任し、会員130万人を達

成したいと抱負を語ります。 

 「会員が増えるほど、私たちが支援できる人の数も増

えます。強固な会員基盤を築けば、それだけ豊かな地域

社会づくりが実現されます」 

  

 ロータリーを知ってもらうために  

 本年度のテーマを「ロータリーに輝きを」とするホァ

ン会長は、ロータリーの公共イメージがもっと明るく前

向きなものとなれば、自ずと会員も増え、ロータリーで

長期的に活動する会員も増えると考えています。  

ホァン会長が、台湾、香港、マカオを含む地区でガバナー

を務めた際は、19の新クラブを誕生させ、アジア地域の

会員増強に貢献しました。今年は、クラブや地区に「ロー

タリーデー」の実施を呼びかけています 。「ロータリー

デー」は、ロータリーの活動を紹介する1日のイベント

で、世界でもトップクラスの奉仕団体であるロータリー

についてもっとよく知ってもらうことを目的としてい

ます 。  

 「私たちが地域のためにどんな活動をしているか知っ

てもらうのがロータリーデーのねらいです。友人、家族、

近所の人も誘って幅広い参加者を集め、楽しいひととき

の下、徳育運動を展開しています。 

 佐世保市役所の前には徳育推進のまちづくり宣言

が建てられています。 

 先生は、佐世保徳育推進会議の会長をされており

ます。お話楽しみに拝聴させて頂きます。 

今日は久しぶりに私も徳育のバッチをつけて参りま

した。 
 

 

《幹事報告》                 

中井康晴 幹事 

１．来 信 

 

・公財）ロータリー米山記念奨学会 
 ハイライトよねやま 

 

・米山梅吉記念館 

 ①館報 Vol.24 秋号 

 ②秋季例祭 

  日 時：9月13日（土）14：00～ 

      米山梅吉記念館ホール 受付13：00～ 

 ③賛助会ご入会のお願い 

  お一人 年間3,000円（一口） 

 

・ガバナー事務所 地区大会事務局 

 2014～2015年度 地区大会のご案内 

 ◇11月14日（金）L＆L ホテルセンリュウ 

  16：00～17：15地区指導者育成セミナー 

  （ガバナー補佐・会長・幹事） 

  18：00～20：30 ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 

 （ガバナー補佐、令夫人、会長、令夫人、幹事） 

 ◇11月15日（土）諫早文化会館 

  12：00～14：00 点鐘・本会議、14：30～15：45 

  記念講演 竹田恒泰 氏 16：05～17：05 

  本会議・点鐘 18：30～ 

  記念懇親会  諫早観光ホテル道具屋  

 ◇11月16日（日）地区大会記念親睦ゴルフ大会 

  長崎国際ゴルフ倶楽部 

   

・2014～2015年度 第2580地区 鈴木孝雄ガバナー 

 （東京池袋ＲＣ） 

 全国34地区のクラブへアンケート（クラブの現況、 

 活動、運営について） 

 9月5日（金）締切り 

 このアンケートの事務局・・・東京江東ＲＣ 

 伊藤三千男ガバナー補佐  

 
・佐世保工業高等専門学校 

 寄附金受入れについて・ 受領証 

 

・平成26年度佐世保市心身障がい児（者）育成協議 

 会会員募集のお願い 

 

２．伝達事項 

①8/24（日）15：00より青少年交換来日留学生歓迎会 

 及び第1回オリエンテーションが大村本経寺にて開催 

 されます。中村地区委員よろしくお願いします。 



ジャーム氏が目指すこと、それは「ロータリーとは何で

すか」という質問を誰からも聞かれなくなることです。 

 エンジニアであるジャーム氏は、空軍に4年間在籍し

た後、1965年、エンジニアリングのコンサルティング会

社であるCampbell and Associatesに入社。現在は、同社

の取締役会長および最高経営責任者（CEO）を務めていま

す。また、Public Education Foundation、Orange Grove 

Center社、Blood Assurance社など、複数団体の理事長、

Chattanooga State Technical Community College 

 Foundationの創設者および財務長、Tennessee Jaycee

財団の会長も務めています。 

 

 

《ニコニコＢＯＸ》      

小川圭司 親睦活動委員 

 

 有田ＲＣ 岩尾慶一 様 
お世話になります。所用により早退いたします。 

 
 佐世保ＲＣ 河原忠徳 様 
こんにちは。本日はメイキャップに参りました。久しぶ

りに佐世保北ＲＣ様の例会に参りました。お世話になり

ます。 

 

 大鳥居 宏 会長 古賀新一  副会長 中井康晴 幹事 

本日は、佐世保市徳育推進会議会長、木村勝彦様のゲス

ト卓話となっております。木村様の卓話を拝聴させてい

ただきます。何卒宜しくお願い申し上げます。 
有田ＲＣの岩尾様、北松浦ＲＣの山口様、福岡城西ＲＣ

の村上様、佐世保ＲＣの河原様のご来訪を歓迎申し上げ

ます。 

 
 村上寅雄君 
長崎国際大学の木村先生の卓話、大変楽しみにしており

ます。宜しくお願いします。 

 
 小西宗十君 
長崎国際大学の木村勝彦先生、本日はようこそいらっ

しゃいました。卓話楽しみに拝聴いたします。 

 
 隈本幹彦君 

この度の父の初盆に多くのお参りやお供をいただきあ

りがとうございました。 

 
 森  豊君 

オレンジ通信138号読んで下さい。 
 
 豊島揆一君 宮原明夫君 緒方信行君 永田武義君 

 福田俊郎君 平石晃一君 中島閏二君 峯 徳秀君  

 湯口純二君 小川 寛君 藤井良介君 近藤竜一君 

 二ノ宮 健君 中野雄一郎君 

長崎国際大学副学長 木村勝彦先生、『佐世保からの徳育・

発信』卓話、楽しみに拝聴させて頂きます。 

を過ごしながら、イベントが終わる頃には皆がロータ

リーに入りたいと思うようなプログラムにします。地元

の人に社会貢献の現場を経験してもらうチャンスにな

ります」  

 会長は、できる限り多くの地域を訪問できるようスケ

ジュールを組み、所属クラブのある台北市をはじめ、ア

ルゼンチン、チリ、フランス、インド、イタリア、韓国、

マレーシア、フィリピン、米国など30以上のロータリー

デーを訪れる予定です。  

 会長という栄誉ある役職を務められることに感謝し

ているというホァン氏。またロータリーという特別な活

動の場を意識して次のように話します。  

「ロータリーには、ビジネスやそれぞれの活動で成功し

た会員が多く集まっています。しかし、真の“成功”は

お金や権力ではなく、いかに恩返しをするかです。私自

身も、ロータリーの会員となることで、困っている人た

ちを支援する機会が得られました。会長となった今、ほ

かの会員にもそうした機会を生かしてもらえるよう 、

そして人びとに幸せをもたらせるよう、応援するのが私

の役目だと考えています」 

  

 国際協力を助ける  

世界の諸問題を解決する斬新なアイデアがいくつもあ

る一方で、資金確保に苦戦し、実現に至らないこともあ

ります。  

 韓国、日本、中国のロータリー会員は、資金確保に大

きく貢献しているものの、距離や言語の問題により、活

動の協力相手を見つけるのが難しいとホァン会長は指

摘します。  

 「私はアジア地域出身の会長として、世界の活動を実

際に見て、自分もプロジェクトに参加し、資金集めを助

けたいと願っています。地区ガバナーとも連携し、クラ

ブが海外の協力相手を見つけられるよう支援をしたい

と思います。文化や境遇が異なっても、共通の目的のた

めに協力ができる。ロータリーのような国際組織の魅力

は、まさにそこにあります」 

 

2016-17年度 ＲＩ会長にジョン・ジャーム氏 

 8月4日にRI会長指名委員会が開かれ、2016-17年度RI

会長として、チャタヌーガ・ロータリークラブ（米国テ

ネシー州）のジョン・ジャーム氏が選ばれました。対抗

候補者が出なければ、10月1日をもって、ジャーム氏が正

式に会長ノミニーとなります。 

 ジャーム氏はインターナショナル・ポリオプラス委員

会の現委員長でもあります。  

 ロータリーの発展には、会員が、現在そして将来の課

題と機会に「情熱と粘り強さ、そして何よりも高潔さを

もって取り組まなければならない」とジャーム氏。「私

が心に描くロータリーは、ポリオ撲滅の達成、会員増強

とアイデンティティの確立、クラブの活性化、そして、

ロータリーの未来を担う若者たちとの協力など、大胆に

創造性をもって取り組む団体です。 

 国際ロータリーとロータリー財団が6つの重点分野で

の活動を通じて、そのパートナーシップをより緊密で強

固なものとする上で、2016-17年度がまたとない機会に

なると考えています」   本日の合計 43,000円      累計 212,000円 

ＩＴ会報委員会 委員長 / 森  豊   委員 / 中島閏二  牧野博一  松田信哉 （記事担当者 松田信哉） 

本日の合計 27,000円      累計 270,000円 


